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論文内容要旨
 1目的
 変形性股関節症(変股症)の単純X線像や,手術時の肉眼所見をみると,大腿骨頭や臼蓋の形
 態,及びそれらの位置関係は多様であり,一つとして同一のものはない。変股症の病因には環境
 的因子と内在的因子とがあるが,環境的因子には亜脱臼や臼蓋形成不全などの形態異常や,股関
 節に加わる過剰な負荷,炎症等がある。また内在的因子には,関節軟骨や軟骨を支えている骨組
 織,そして関節包などの異常がある。各個人の変股症は,内在的因子及び環境的因子が異なるの
 で,変形の多様性は当然のことといえよう。一般健常人では,軟骨と関係包には個人差がほとん
 どないが,骨組織,とくに骨梁系では個人差が目立ち,ある面からみれば,個人特有のものであ
 るといえる。骨組織の性質を知るには,現在のところ生検腸骨の検査がもっとも精度が高い。
 ByersやJowseyによると,腸骨は骨庫質と海綿骨の比から,全身の骨の代表とみなして良いと
 示唆されており,さらに全骨格中もっとも生検を行いやすい場でもある。著者の教室では,10年
 来,骨粗鬆症,その他の骨代謝症疾患,関節リウマチ,大腿骨頭頸部骨折,無腐性大腿骨頭壊死
 症に対して,生検腸骨の検索を行ってきた。亡のような背景において,著者は変股症における生
 検腸骨を検討することで,骨組織本来の性質が,変股症にどのような影響を与えているかを見出
 すべく本研究を行った。
 n観察対象及び方法
 観察対象は,32才～75才(平均56.6才)の女性変股症33例から手術時に得られた骨頭と生検腸
 骨で,対照として骨代謝に影響を及ぼす合併症や薬剤投与の既往歴のない43～78才(平均60.6才)
 の女性20例から得られた生検腸骨を選んだ。腸骨生検は,上前腸骨棘から3cm後方で行ない,腸
 骨稜で巾1cm,腸骨の内板と外板で,それぞれ深さ1.5c皿の大きさの骨板を採取した。得られた
 腸骨片は,ホルマリン固定後水洗及び脱水を行ない,メチルメタクリレート樹脂に包埋した。包
 埋標本はMillingSawで150～200μmの切片とし,用手研磨法にて薄くした。80μmの厚さの
 標本からcontactmicroradiogramを撮影し,さらに20μmの厚さまで研磨し,ColeのH・E
 染色を行なった。この標本からSissonsの方法に準じて,ZeissIntegratingMicrometer『
 discTurretIIを使用し,100倍率の鏡視下で観察を行ない,骨量や骨梁巾の活動面,.吸収面,
 非活動面について計測を行なった。また変股症の術前のX線像,摘出骨頭の軟X線像や,これを
 80μmの厚さにした標本のcontactmicroradiogramなどのX線学的所見から,骨頭被覆係数の
 計測,関節裂隙狭小化の程度,骨頭の扁平化の程度,嚢胞の大きさやその数,骨棘の大きさの程度,
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 骨頭や臼蓋の骨硬化像の節囲の程度など,8項目について観察し,各項目を3段階の尺度で評価
 した。そしてそれらと生検腸骨の所見とを対比し検討してみた。さらに,33例の変股症の中で,
 基盤に臼蓋形成不全のあるものが25例あったが,これらを骨頭被覆係数により3段階に分類し,
」
 腸骨所見との関連や,各種X線学的所見との関連について検討した。
ノ  皿結果およびまとめ
 1)変股症の腸骨所見のうち骨量についてみると,対照群では骨量が加令に伴ない減少し,年令
 との間に一定の相関がみられたのに対し,変股症では一定の相関がみられなかった。しかし変股
 症の好発年令である50～60才代に,骨量が7.5彩以下と骨萎縮が強いものが7例みられた。骨梁
 中をみると,両群とも年令との間に一定の相関がみられなかったが,変股症では,好発年令であ
 る50～60才代でかなりのバラツキがみられた。骨梁表面の性質をみると,対照群では加令と共に
 活動面や吸収面は減少するが,非活動面は増加し,年令とめ間に一定の相関がみられたが,変股
 症ではこれらと全く逆の傾向を示し,年令との相関も認められなかった。そして活動面や吸収面
 では対照群より低価を,非活動面では高値を示した。
 2)変股症の腸骨所見と,各種X線学的所見から得られた項目との関連についてみると,骨量の
 減少と骨頭の嚢胞の数の増大や,臼蓋及び骨頭の骨硬化像の範囲の増大,そして各項目の障害度
 の合計点などと密接な相関がみられた。骨梁巾とX線所見とは何ら関連が見出せなかった,そし
 て骨梁表面の性質とX線所見では,吸収面の減少と骨頭被覆係数の減少が関係を示し,非活動面
 の増加と骨頭被覆係数の減少,そして非活動面の減少と関節隙狭小化が関連を示した。
 3)臼蓋形成不全由来の変股症に関する観察では,骨頭被覆係数が大きく,骨頭の転位が少ない
 ものほど,高年令者が多く,骨量も少ない傾向を示し,各種X線所見でも骨頭の変形が強い傾向
 示した。
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 審査結果の要旨
 整外外科において変形性股関節症はありふれた疾患であるが,股関節のX線像をみると大腿骨
 頭と寛骨臼の位置的関係,骨頭や寛骨臼の変形,それらの内部の骨梁がつくり出す模様などは各
 症例ごとに異なる。これらの症例ごとにみられる差異は股関節に負荷される力学的要因や股関節
 を構成する軟骨や骨の性質すなわち内在因子が各個人によって異なることに由来する。著者は骨
 組織本来の性質が変形性股関節症の病態にいかなる影響を与えるかを見出すべく本研究を行って
 いる。
 変形性股関節症における骨の性質を検索するにあたり,全身の骨の代表として腸骨を選んだ。
 腸骨は一般に行われている生検の場でもある。観察対象として変形性股関節症で人工関節置換術
 を行った33例の腸骨生検材料を用いた。なお対照として健常人20例の腸骨を使った。観察方法は
 乙れらの腸骨片の非脱灰H・E染色標本で骨の性質を表わす各種parameterを組織計測学的に
 求めて観察した。同じ股関節の疾患である大腿骨頭壊死症や大腿骨頸部骨折では生検腸骨の組織
 計測的観察が行われているのに,変形性股関節症に関しては未だ観察されていないことからも本
 研究は意味がある。なお生検腸骨の所見と股関節のX線像とを対比しているが,乙のことは臨床
 的に意義がある。
 変形性股関節症の腸骨では対照群が加令とともに骨量と骨梁の活動面の減少傾向を示すのに対
 し,このような傾向を示さず,また50～60代で骨梁が著明に減少している例が数例あることを見
 出している。股関節のX線像からみた障害度は骨量の減少と密接な関係をみたが,他の腸骨所見
 とは密接な関係はなかったとしている。このような知見は臨床的に有意義なものである。
 以上のことから本論文は学位に該当するものと認める。
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